
別紙入院診療計画書

体外授精（胚移植）を受けられる方へ　　　　　　　　　　　　　　様 医師　　　　　  　　　　　　　　 看護師　　　　　　　　　　　　
  

・痛みや吐き気などがあれば看護師に伝える事ができる

・退院後の注意点がわかる

・手術室にて胚移植します

・外来で内診があります（無い場合もあります）

・胚移植後2時間はベッド上安静です

・歩いて手術室に行きます ・ストレッチャーで帰室します

・食事・水分制限はありません

・シャワーは可能です

・入院後すぐトイレで排泄して下さい ・帰室2時間後はトイレ歩行可能です

　（尿意がある時には看護師にお知らせください）

下さい（尿意がある時には看護師にお知らせください） ・排尿後ウォシュレットを使用し清潔に努めて下さい

・医師、看護師より体外受精・入院生活について説明があります ・痛みや吐き気、ふらつきがある時は我慢せず看護師にお知らせ下さい

・薬剤師より薬の説明があります ・医師より今後の治療及び療養に関する説明があります

・体外受精（胚移植）に必要な書類や物品がそろっているか確認します ・看護師より退院に向けての生活指導があります

・手術前に義歯・コンタクトレンズ・貴金属類を外し、マニキュアをおとして病衣

（ガウン）に着替えて下さい

・髪が長い方はゴムで縛って下さい
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・安静解除後は吐き気などがなければ食事が出来ます

体外授精当日（胚移植後）退院

処置

治療

経過 　　　　　　　　　　入院当日　　体外授精（胚移植）前

　　　　　　　　　　　　／

・胚移植ついて不安や疑問点があれば質問することができる
・落ち着いて体外受精（胚移植）にのぞむことができる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

以上につき　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日　　　主治医から説明を受けました。　　　　　　 　患者署名：　　　　　　　　　　　　　　代理人：　　　　　　　　　　　　（続柄 　　　     ）

食事

清潔

排泄

説明

指導

※病状によって医師より安静度、清潔、退院日など変更される場合があります

※分からないことがありましたら、その都度看護師にお聞きください　　　　　　　　

・トイレ後毎回ウォシュレットを使用して下さい

・胚移植処置中に超音波の検査をしますのでその後はトイレへは行かないで

月日

・黄体ホルモンの注射をします（無い場合もあります）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（制限はありません）

安静度
・制限はありません

目標



看護師　　　　　　　　　　　　
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